
１． 山梨県環境保全基金条例の残高等

②

③

④

⑤

⑥

２． 保有割合

⑧

⑨

⑩

 保有割合の算定根拠　

 運用型：運用益見込額÷事業費（次年度見込額）　

取崩型：基金残高÷事業費（次年度から終了年度までの見込額）

３． 事業一覧

合計 一般財源等 基金充当額

1 745,682 745,682 730,522 6,711,138

2 4,788,000 337,012 4,450,988 4,462,824 43,092,000

3 145,476 145,476 148,680 1,309,284

4 768,860 768,860 768,480 6,919,740

5 607,500 607,500 608,000 5,467,500

6 135,000 135,000 135,000 1,215,000

7 0

8 0

9 0

10 0

11 0

12 0

13 0

14 0

15 0

7,190,518 337,012 6,853,506 6,853,506 64,714,662

４．基金事業の目標に対する達成度

（別紙）

事業費
（次年度）

事業費
（終了まで）

備　考

事業費
備考

0

1.000

6,853,506

6,853,506

達成度

成果指標

基金残高

その他収入 0

基金運用益

返納額

基金執行額（処分額）

金額（単位:円）

0

合　　　計

基金総額（前年度末基金残高）

200,000,000

608,585,970
①

808,585,970

6,853,506

内訳

うち、国費相当額

うち、地方負担相当額

うち、負担附寄附金等

⑦

やまなしクリーンキャンペーン推進事業

桂川・相模川流域協議会経費負担金

環境パートナーシップやまなし負担金

基金運用益（次年度見込額）

事業費（次年度見込額）

次年度の基金類型 運用型

番号 事業名

やまなし環境月間事業

環境保全活動支援事業費補助金事業

ごみ減量・リサイクル推進キャンペーン事業

保有割合 =（⑧／⑨）

備考金額（単位:円）

負担附寄附金等 0

内訳

うち、国費相当額

うち、地方負担相当額

うち、負担附寄附金等

0

6,853,506 内訳は下表のとおり

808,585,970

200,000,000

608,585,970

（＝①＋②＋③＋④－⑤－⑥）

17%

成果実績

目 標 値

達 成 度

5人

環境保全に係る功績者の表彰者数：３０人（累計：2018年～2027年）
　第２次山梨県環境基本計画の基本目標である「県民の環で守り、創り、未来へ繋げる豊かな環境」を実現
するためには、多様な主体による全県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要であ
る。

30人



事業番号1

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

県民の環境保全への意識の高揚と県内全域で環境保全に関する実践活動が日常的に行われることを目的とする。

目標値：環境保全功績者表彰者数３０人（累計：平成３０～３９年度）

やまなし環境月間を通じて、県民、事業者、民間団体、行政等が連携し、環境保全に資する各種行事を開催する。

環境基本法
やまなし環境月間実施要領

・「環境フォーラムinやまなし」の開催
　　開催日：平成30年6月2日　参加人数150人
　　環境保全功績者表彰　5団体を表彰
　　記念講演　上野元嗣氏　「エコサイエンスショー」
　　　　　　　ミヤモ氏　「エコマジックショー」
・環境月間、環境の日に合わせ新聞広告掲載　2回

事 項 名 開始年度 平成３年度

担当部署 森林環境総務課 終了年度 －

平成３０年度 事業報告書

事 業 名 やまなし環境月間事業 新規・継続区分 継続



事業番号2

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

地域の特性を踏まえた環境保全に関する実践活動を促進させることを目的とする。

目標値：交付先９０団体（累計：平成３０～３９年度）

市町村や公共的団体等が地域住民と一体となって実施するごみの減量化、リサイクル推進、地球温暖化対策及び環境教育推進に関
する先駆的・モデル的な環境保全事業に対して支援を行う。

山梨県環境保全活動支援事業費補助金交付要綱
山梨県環境保全活動支援事業費補助金取扱要領

交付先：5市5町
総支給金額：4,788千円
補助対象内容：緑のカーテン講座、環境講座の開催　等

事 項 名 開始年度 平成１９年度

担当部署 森林環境総務課 終了年度 －

平成３０年度 事業報告書

事 業 名 環境保全活動支援事業費補助金事業 新規・継続区分 継続



事業番号3

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

ごみ減量とリサイクル推進に関する意識の醸成を図ることを目的とする。

目標値：リーフレット配布数４万枚（累計：平成３０～３９年度）

県内全域において、県民、事業者、民間団体、行政等が連携し、県民や観光客等に啓発物品（リーフレット、花の種等）を
配布し、ごみの減量とリサイクルの促進を呼びかける。

ごみ減量・リサイクル推進キャンペーン実施要綱
山梨県空き缶等の散乱防止に関する条例

ショッピングセンターほか県内全域にて、キャンペーンの実施
啓発物品配布数　リーフレット：5,500枚　花の種：5,780袋

事 項 名 開始年度 平成１２年度

担当部署 森林環境総務課 終了年度 －

平成３０年度 事業報告書

事 業 名 ごみ減量・リサイクル推進キャンペーン事業 新規・継続区分 継続



事業番号4

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

県内全域で環境保全に関する実践活動が日常的に行われることを目的とする。

目標値：参加人数延べ５００万人（累計：平成３０～３９年度）

子どもから高齢者までの県民参加による環境美化のための一斉活動日を設定し、県内一斉クリーンキャンペーンを展開す
る。

やまなしクリーンキャンペーン実施要綱
やまなしクリーンキャンペーン実施要領

一斉活動日：年6回　奇数月の30日
参加人数：延べ500,123人（H30年度参加人数）
活動内容：ごみ・空き缶等の清掃活動、植花・植樹活動など
普及啓発：ポスター（1,200枚）・チラシ（3,000枚）の作成、配布
　　　　　新聞広告の掲載　2回

事 項 名 開始年度 平成８年度

担当部署 森林環境総務課 終了年度 －

平成３０年度 事業報告書

事 業 名 やまなしクリーンキャンペーン推進事業 新規・継続区分 継続



事業番号5

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

桂川・相模川の流域環境保全を図り、持続可能な発展を基調にした環境保全型社会を築いていくことを目的とする。

目標値：クリーンキャンペーン実施箇所数３００箇所（累計：平成３０～３９年度）

平成７年度から９年度までの３箇年、山梨県と神奈川県に跨がる桂川・相模川流域における地元住民、事業者、民間団体、
行政等の主体的な参画を得て「桂川・相模川流域環境保全行動推進事業」を実施し、その成果として、桂川・相模川流域協
議会を設立、行動計画「アジェンダ２１桂川・相模川」を策定した。
桂川・相模川流域における地元住民、事業者、民間団体、行政等が連携し、流域一斉クリーンキャンペーンなど流域環境保
全に資する各種事業を実施する。

行動計画「アジェンダ２１桂川・相模川」

桂川・相模川の流域の行動計画である「アジェンダ２１桂川・相模川」を推進する。
①流域一斉クリーンキャンペーン：34箇所
②上下流交流事業（上流探検隊）：平成30年7月21日（都留市内）
③流域シンポジウム：平成30年9月24日（相模原市）

事 項 名 開始年度 平成３年度

担当部署 森林環境総務課 終了年度 －

平成３０年度 事業報告書

事 業 名 桂川・相模川流域協議会経費負担金 新規・継続区分 継続



事業番号6

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

環境保全活動にかかる個人、団体、企業のネットワークづくり及び地域に根ざした活動団体の育成を図り、継続的かつ着実
な環境保全活動の推進を図ることを目的とする。

目標値：応募作品数６，０００作品（累計：平成３０～３９年度）

環境省の「環境パートナーシッププラザ」が開設されたことに伴い、県からの呼びかけで、県民、事業者、民間団体、行政
等が参加する「環境パートナーシップやまなし」が設立された。環境保全活動を体系的・広域的に推進していくため、県
民、事業者、民間団体、行政等が連携し、環境保全活動に取り組む。

環境パートナーシップやまなし会則

・エコライフお絵かき・川柳コンテストの実施
　応募作品数　お絵かき：217作品　川柳：228作品

・環境活動推進ネットワークフォーラムの開催（やまなし環境財団と合同）
　内容：環境団体のリレートーク・ポスターセッション　参加人数　約140名

事 項 名 開始年度 平成１４年度

担当部署 森林環境総務課 終了年度 －

平成３０年度 事業報告書

事 業 名 環境パートナーシップやまなし負担金 新規・継続区分 継続


